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         2021－2022 年度 一般社団法人日本ライオンズ 
 
 

第 1 回全国ガバナー会（社員総会）議事録 
 
日時：2021 年 8 月 2 日（月）13：30―16：00 
 
会場：ウインクあいち 901 会議室 （名古屋市） 
 
出席者：別紙参照 
 
議事録作成人：中谷理事 森口理事 
 
議事録署名人：330-A 地区中井ガバナー、334-A 地区大山ガバナー 
 
藤川専務理事 

本日はご多忙のところ、ご出席頂きまして有り難うございます。 

只今より 2021 から 2022 年度第 1 回社員総会を開催致します。出席者リストをご覧下さい。 

今年度の正社員の合計は 59 名と成ります。本日の出席者数は本人出席が 26 名、ウェブ、 

出席が 30 名、委任出席が 3 名、で定款 17 条、総正社員の過半数が出席していますので、 

総会が成立致します。また定款 18 条により決議は総出席社員の過半数をもって決します。 

はじめに理事長に挨拶を頂きます。識名理事長宜しくお願いします。 

 

識名理事長挨拶 

皆さん今日は、今ご紹介頂きました理事長の識名安信です。MD337 沖縄、八重山ライオンズ 

クラブ所属です。新年度に成り 1 ヶ月が過ぎようとしています。本当にご多忙の中ご出席 

頂きまして感謝致します。開催にあたり 334-A 地区の大山ガバナー、並びにキャビネット 

の皆様にはご協力頂き、本当に有り難うございました。 

7 月に入り各複合地区で GMT の会議を行っています。ご存じの様に前年度は 66 クラブが 

解散、そして 10,858 名が退会し、4,690 名の減となりました。2015 年から 5 年間で約 

280 近いクラブが解散致しました、そして 20,000 人の退会者が出ています。 

ここで退会を食い止めなければならない、という一人一人が強い決意を持たなければならない。 

私達は戦後最大の試練を迎えています。終戦後立ち上がってきた先人の強力な精神力をもって、 

我々も立ち上がらなければならないのではないでしょうか。他人の痛みを気づける心をもって 

行かなければ成らない時期ではないでしょうか。私達に一般社団法人日本ライオンズも 

6 年目を迎え色々な問題もあります、しかし大切な事はその問題に如何に取り組んで行くか、 

丁寧に 1 つ 1 つ議論を交わして行く事が求められています。単なるクレーマーではいけない、 

寛容な精神、友愛、総合理解の精神をもってライオンズらしい、そういった社団であって 

頂きたいと思います。そしてこの 1 年間の皆様の活躍を心から祈念致しまして挨拶と致します。 

 

山田元国際会長挨拶 

皆さん今日は、本日はこの暑い名古屋においで頂き有り難うございます。 

私は、週に 1 度国際本部とウェブでやりとりを行っています、今世界中のいろんな国で 

はこのコロナ禍だからこそ、ライオンズの力を借りたいと言っています。それに対応してい 

るところです。現在キャンペーン 100 も、ウェブでいろんな事が出来るようになりました。 

キャンペーン 100 がようやく地に着いてきたというか、世界の人に理解されて来ました。3 年間 

だった期間がコロナにより 1 年間伸び、またキャンペーン 100 により集めたお金 300 億円 

の中からコロナ対策に使って来たからです。さて日本ライオンズが出来て 6 年目に入ります、 

今後しっかりした皆様が理事に入られ、ようやく 5 年たった中で定着してきたかなと思います。 
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しかしまだまだ色々な単一クラブには理解されて無いと言うか、知られていません。 

もっともっと PR して行かなければなりません。 

ライオンズも 100 年が経ち、進化して来ており、時代に合わせて行っています。しかし色々 

な単一クラブではライオンズがどの様に変化して行って居るかわからないままアクティビテ 

ィーや例会が行なわれています。そういった中でライオンズが面白くなくなり 4,700 名近く 

の方が退会しています。ライオンズに入っていて良かったと思う満足度が、会員の皆さん 

に伝わって居ません。創設の時からの古い感覚がまだ残って居ることが原因かもしれません。 

私はこの 1 年間外国に行く事が出来ませんでした。執行役員、アポインティ 3 回を行う中で、 

本当のライオンズを 280 ページ程度の本にまとめてみました、この本を読んで頂き、 

こんなに面白いのか、ライオンズって世界でこんな事をやってるんだと理解して頂ければ、 

またクラブ員に伝われば辞めるのは損だと思って頂けるのではないかと思います。 

この本を各キャビネット事務局に送りますので、各クラブ、役員に読んでもらいたいと思い 

ます。お役に立てばと思います。そして日本のライオンズをもっともっと改善して行って 

頂きたいと思います。日本のライオンズを世界の人が待っています。 

 

藤川専務理事 

本日のスケジュールの説明、第１議案終了後、別室で第 1 回理事会を行い、その後全国ガバナー 

会を再開見込みである。 

 

識名理事長 

社員総会開催、定款第 16 条社員総会の議長は理事長があたるとの説明、議事録署名人及び 

議事録作成人の指名、議事運営ルールの説明があり。 

第 1 号議案、新理事、監事の選出について、藤川専務理事より説明が有り、その後質問、意見等 

を求めるが出席者から質問、意見とも無く、議長により一括採決が提案され全員同意した。 

新理事、監事の選出について全員に諮り、理事長より賛成の方は挙手を求められた。 

賛成過半数により、新理事、監事の選出は（案）の通り承認された。 

その後識名理事長より第 1 回目の理事会開催、並びに社員総会再開時間について説明が有り、 

社員総会は一時休会となった。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

（再開） 

識名理事長 

第 1 回理事会報告があり。理事長選任については理事の互選であり、新理事長選挙が行われ、 

理事長に仁科良三前副理事長が選出された。今後は仁科新理事長が議長となり議事進行をお願いする。 

 

仁科新理事長 

只今別室におきまして 1 回目理事会を行いました。そして選挙にて、私が新理事長に選出され 

ました。選出されました以上は精神誠意一般社団法人日本ライオンズの発展の為にしっかり 

リーダーシップを取り尽力して行きたいと思っています。 

私はライオンズクラブに感謝しています。私は 40 年ライオンズクラブに所属しています。 

来年は、日本にライオンズクラブが来て 70 年になります。 

山田元国際会長の本も読ませて頂きました、今後は楽しいライオンズ活動にして行きたいと思っ 

ています。どうぞ宜しくお願い致します。 

それでは第 1 回理事会の報告をさせて頂きます、まず私が理事長につきまして、副理事長には 2 

年理事から L.松岡（MD335 元議長）、1 年理事からは L.山川(MD333 議長)、L.古川（MD337 議長）、 
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正副 4 名で今期はやって行きます。 

また専務理事には MD330 議長の L.村木 1 年理事にお願いしました。それは日本にライオンズの灯が

灯って 2022 年 3 月で満 70 年になります。そのアニバーサリーを思い、MD330 の L.村木に専務理事

をお願いしました。また常務理事は 5 名の現議長（MD331 L.鶴嶋、MD332 L.下間、MD334 L.山本、

MD335 L.三宮、MD336L.福永）にお願いしました。また今期の事業計画、並びに予算案についても

理事会にてご承認頂きました。 

以上をもちまして第 1 回理事会の報告とさせて頂きます。 

それでは只今より、社員総会の議案、2 号議案 2020－21 年度計算書類及び事業報告につ 

いて藤川前専務理事から説明をお願い致します。 

 

藤川前専務理事 

お手元の資料の 2 号議案、事業報告について、今回は皆様ご承知の通り殆どがウェブに 

よる開催でした。資料 2 ページわたりますが各委員会はこの様に行われました。 

続きまして 2 号議案の会計報告書ですが、はじめに貸借対照表について、正味財産の増 

減計算書、財産目録、オリンピック・パラリンピック特別会計、アラート委員会の特別会計 

その他残高証明書です、以上で 2020－21 年度事業報告並びに計算書類についての報告と致 

します。 

 

仁科新理事長 

藤川前専務有り難うございました。それでは続いて髙橋監事、監査報告をお願いします。 

 

髙橋監事 

まずは会計報告から致します、8 名の監査委員の皆様と 7 月 15 日監査致しました、会計につきまし

ては、適正に処理が行われていますという 8 名の印鑑をついた書類が有ります。 

それから私ども監事が 4 名います、皆様お手元に監事監査報告書が有ると思いますので、それをご覧 

下さい。これは日本ライオンズの定款 25 条、52 条に基づき私ども 4 名の監事が情報交換を行いなが

ら作成したもので、ここで監査の 1、2 は会計の監査のことでして、3 からは法人の事業に沿った事が

書かれています。執行理事会や理事会の在り方、さらに検討する必要があります。4 は今期運営組織

の在り方について、年度の切り替えについては次期役員人事について、各複合地区次期理事予定者に

よる準備理事会が開催出来る様に、そして事業計画及び予算案の検討を早期に行って頂きたいのです。 

また、7 月 1 日から第 1 回目の社員総会までの 1 月間の委員会活動について、新理事招請により会議

が行われなければならないところが、旧役員にて行われるという矛盾を解消出来る様にして頂きたい。 

また 5 は災害支援について支援の範囲、優先順位をアラート中で支援詳細規則を作るべきです。 

6 は事務所運営についてベテラン職員の退職後未だに補充されて居ない、職員の疲弊が感じられるの

で、速やかに職員採用をするか業務の適性分掌する事が望まれます。 

 

仁科新理事長 

有り難うございました。只今髙橋監事より説明が有りましたが、何か質問がありますか。 

337-E 地区宮川ガバナーどうぞ。 

 

337-E 地区宮川ガバナー 

1 年間お疲れ様でした、会議の総括、委員会の総括、成果について触れて頂きたい、また事業 

報告についてもそうです。337-E 地区の水害に対して大変お世話になりました。感謝申し上げます。 

監査報告にあります支出明細について、目的外への支出とのバランスについて 

支出の基準を明確に願います。また、アラート委員会支出報告について、預金通帳のコピー 

でなく、残高証明をつけてください。 
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藤川前専務理事 

質問有り難うございます。事業内容についてはこの後各委員会報告を行います。 

アラート委員会の支出についても、アラート委員会より報告致します。 

また、次年度の執行部にも申し送り致します。 

 

仁科新理事長 

他にご質問は有りますか。 

 

福永常務理事 

MD336 から選出されました福永です、宜しくお願いします。 

6 月３０日の社員総会において、スペシャルオリンピックス広島大会の承認について承認さ 

れたと言う事ですが、MD336 への委託文書をお願いします。 

支援金については 1 クラブ 5,000 円をお願いします。 

 

藤川前専務理事 

その事については、6 月 30 日の理事会と社員総会にて承認して頂いているので、前年度 

承認頂いたと言う事で実行していただければ良いと思います。 

 

仁科新理事長 

それでは、2 号議案について、また監査報告を含めて承認頂ける方は挙手をお願いします。 

挙手及び委任状を含め過半数をこえていますので、承認されました。 

それでは 3 号議案、4 号議案について、藤川前専務理事から説明お願い致します。 

 

藤川前専務理事 

まず 3 号議案事業計画案ですが、会議の開催、集合会議は何回か、個別の各委員会は 

各委員会にて、日本ライオンズと他団体の協定などについては、執行理事会にて協議を行います。 

まず社員総会は年 4 回、理事会は年 6 回、委員会は合計年 46 回 マーケティング委員会で 

すが、殆どライオン誌作製委員会で年 12 回開かれ、全てがウェブによる開催でした。 

続いて収支予算案ですが、事業計画を元に予算を組んでみました。収入の部ですが 8 万人で 

組みました。国際協会の補助金も会員減少伴い減少しますが、前期は繰越金を取り崩し致しましたが、

今期していません。支出の部ですが、まずライオン誌の印刷費はページ数を減らしコストを抑えて 

出版する様にしています。各委員会も旅費の削減を行う様に致しました。 

また事務費の中で大きく減額になっているのが人件費です、先ほど監事報告にも有りましたが、 

職員の退社後補充をせず、業務を一本化して業務をスムーズ行う事、またウェブの活用等リモート 

ワークを取り入れ人件費を抑えることで黒字の予算となっています。 

以上でございます。 

 

仁科新理事長 

はい有り難うございました、現在こういうコロナ禍ですから、スタートはウェブ会議となる 

と思います。生命が最優先ですがライオンズとしての活動の手は緩めないという方針です。 

何かご質問が有りますか。三宮さんどうぞ。 

 

三宮常務理事 

今年度 MD335 の議長を拝命しました三宮と申します、どうぞ宜しくお願い致します。 

只今の予算案、別に何も質問は有りませんが、通常次年度の予算は次年度を担当する理事、 
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執行役員が組んで案を出されますが、日本ライオンズでは慣例でこの様形になっており、 

先ほど髙橋監事の話にも有りましたが、次年度からはこういう事は改めて行く必要が有る 

かと思います。それと MD336 福永議長もおっしゃっていましたスペシャルオリンピックス 

への支援につきましては、私も長い間携わって来ていますので、宜しくお願い致します。 

ただ日本ライオンズの社員総会にて決議して下へ降ろしていくのでは無く、各 MD のガバ 

ナー協議会でも議論して頂きたいと思います。 

 

仁科新議長 

はい、有り難うございました、他に何か質問がありますか。 

はい、下間議長宜しくお願いします。 

 

下間常務理事 

識名前理事長には 2 年間、大変お疲れ様でした。 

私は、今回が 2 回目の社員総会ですが 1 つ感じた事が有りまして、それは今回第 1 回目の 

総会で、まだ理事長が決まって無いと言う事でした。 

今日の理事会で立候補者を募り、その場で選挙を行うと言っても 22 名の理事がいて今回は 

2 名の立候補者でしたが、私は 2 人共あまり知りませんでした。 

何時もこの様に行っているのですか。前もって決めておくべきでは無いでしょうか。 

監事の監査報告でもあった様に、7 月からすぐに動けるようにするべきと思います。 

もう一つ、ガバナーにはサーバントリーダーを目指せと言いますが、日本ライオンズでは 

トップダウンのイメージが強いと思います。 

日本ライオンズの仁科理事長には、サーバントリーダーでお願いします。 

 

仁科新理事長 

はい有り難うございました、来年はその様に出来る様にしたいと思います。 

 

藤川前専務理事 

はい、今までは議長連絡会が有り、その中に世話人の方がおられ、その方が暗黙の了解で 

理事長となっていたが、今回はウェブ会議で意思疎通が成されなかった為、また定款など 

により社員は 6 月末で決まりますが、任期は事業年度が始まってからなので、7 月 1 日から 

社員になる、またその後に社員が理事を選任して理事会にて理事長が決まるという事で時間の 

ずれが起こり、今回の様な事になるわけです。 

私もこの様な流れを、何時か変えなければいけないと思っていましたので、今期の執行部 

の皆様に私からもお願い申し上げます。 

 

仁科新理事長 

先輩の出来なかった事をやると言う事は大変ですが、思いは一緒ですから何としてもやり 

たいと思います。他に何かありますか、無いようでありますので賛否を問いたいと思いま 

す。3 号議案及び 4 号議案賛成の方は挙手をお願いします。賛成多数で成立致しました。 

それでは委員会報告をお願いします。まずはオリパラ委員会の松岡委員長お願いします。 

 

松岡 2020-21 オリンピック・パラリンピック委員長（本年度副理事長） 

MD335 の松岡です、宜しくお願い致します。前回の６月３０日の社員総会でも報告致し、 

また 7 月 9 日に委員会を開催致しました。 

MD330 を中心に、皆様方から貴重な資金を頂き事業を行って参りましたが、最後の事業で有ります。

障がいの有る子供をパラリンピックへ招待する、これがコロナ禍により中止に致しました。 
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その為に違約金が発生しましたが、3,000 万の手付金を支払っていましたので、差額が近日中に返金

される事となりました。以上です。 

 

仁科新理事長 

有り難うございました、それでは続きましてアラート委員会から報告お願いします。 

 

森川 2020-21 アラート委員長（本年度理事） 

アラート委員会からの報告ですが、昨年度アラート委員会では規則を制定させて頂きました。 

規則の制定に伴い皆様に周知して頂き、また規則に付随する細則を制定して頂きたいと思います。 

 

仁科新理事長 

他に委員会で報告の有る委員長は居られますか。はい三宮さんどうぞ。 

 

三宮常務理事 

先ほどのオリパラ委員会の残金の件ですが、各地区に返金するとの事でしたが、その件は 

如何でしょうか。 

 

松岡 2020-21 オリンピック・パラリンピック委員長 

申し訳ありません、その件につきましては、残金の金額が本日確定致しました。 

残金は、各地区の拠出額に応じた金額を返金致します。 

 

藤川前専務理事 

先ほど、山田元国際会長がお話しになった本を、各キャビネットへ送りますので、 

議長は MD にて説明宜しくお願いします。 

 

仁科新議長が、識名前理事長に対し 2 年間の労をねぎらい、粗品を送る。 

また閉会宣言を行い、本日の社員総会を閉会する。 

 

議事録作成人               

理事（MD331 前議長）中谷宣巨     

理事（MD337 前議長）森口孝行 

 2021年8月2日 

議事録署名人   

                   議長・代表理事   仁 科  良 三 【押印省略】 

              

    330-A地区ガバナー 中 井  正 力  【押印省略】   

 

334-A地区ガバナー 大 山  恭 範 【押印省略】   

 



 

 

 

一般社団法人 日本ライオンズ 第 1 回理事会議事録 

開催日時：２０２１（令和３）年８月２日（月）１４：００～１４：５５ 

場  所：ウインクあいち１１０１会議室（愛知県名古屋市） 

 

理事総数：２２名 / 監事総数：４名 

出席者数：２１名、欠席: 1名（議決権行使書あり） 

村木秀之、鶴嶋浩二、下間俊悦、山川洋、山本基博、三宮秀介、福永栄一、古川隆、 

森川明治郎、中谷宣巨、伊藤明彦（WEB）、石橋貞（WEB）、仁科良三、松岡勲、 

岡村聖爾、森口孝行、川島正行、渡部雅文（WEB）、藏大介（WEB）、山田實紘、 

鈴木誓男 

出席監事： 竹下直義（WEB）、髙橋克文、福田惠太、吉見章一（WEB） 

オブザーバー： 識名前理事長、石原副理事長、藤川前専務理事、 

１４：００、司会藤川清幸前専務理事より開会。 

１． 仮議長の選出。 

司会者に一任を受け、識名安信Ｌを仮議長に指名。拍手。 

２． 識名仮議長により、定款３４条、同２２条を確認。 

第１号議案 理事長並びに執行理事の選出について 

識名仮議長から新理事の中から理事長として立候補する理事の自薦他薦の有無につい

て挙手を求めたところ、森川明治郎前常務理事及び仁科良三前副理事長から立候補の

表明があり。各候補者の所信声明後、全理事出席者による無記名投票による選挙を行

い、新理事長を決定する方法を説明した。 

投票方法について、藤川前専務理事から説明があり。 

会場出席理事（17 名）には紙による無記名投票、ウェブ出席理事（4 名）にはウェブ

会議システム（ZOOM）に付随した電子投票機能（投票者が特定されない）を利用する

こと説明があった。また、理事 1名が欠席の為、当日 FAXにて議決権行使書を受理し

ており、それには選出が選挙になる場合には白票とする旨記載があったことの報告が

あった。 

投票はまず先に会場出席者に対して投票用紙が配布され、候補者名を各自で記入の

上、投票箱に投入した。次にWEB出席者の電子投票の手順説明と模擬投票のテストが

実施された後、本投票が行われた。WEB出席者の集計結果は会場内モニターに表示さ

れ（％と票数）口頭報告もあり。合算した投票結果は会場内白板に書き出された。 

理事 2２名による投票結果は； 

 

  A. 森川明治郎  ８ 票    WEB  ２票  計１０票 

B. 仁科 良三  ９ 票    WEB  ２票  計１１票 

  C. 白票     １ 票（議決権行使書） 

 

よって、仁科良三が新理事長として選任された。以後仁科議長が議事進行を行った。 



 

 

 

仁科議長から、新執行理事会構成員の指名について候補案があるので、各人の同意を得

てから発表されたいとコメントあり。10分の休憩に入る。 

 

再開後、仁科理事長から現議長を中心とした新執行部理事会構成員の発表があり。 

 

副理事長３名： MD333山川洋、MD337古川隆、MD335松岡勲(前副理事長) 

専務理事１名： MD330村木秀之 

常務理事５名： MD31鶴嶋浩二、MD332下間俊悦、MD334山本基博、 

MD335三宮秀介、MD336福永栄一 

上記構成案についての賛同 

を挙手で求め、賛成多数で可決。。 

 

2.  第 2号議案 2021-22事業計画 及び予算案について 

 

 仁科理事長からの指名を受けて、藤川前専務理事が事業計画について説明。 

    質疑応答特になし。事業計画について挙手による賛同を求めたところ、 

    賛成多数で可決。 

    続いて予算案について藤川前専務理事からの説明。質疑応答特になし。 

    予算について挙手による賛同を求めたところ、賛成多数で可決。 

 

１４：５５、仁科議長により閉会。 

以上 

 

２０２１（令和３）年８月２日 

議事録署名人 

代表理事   仁 科 良 三    【押印省略】 

監事 竹 下 直 義    【押印省略】 

監事 髙 橋 克 文    【押印省略】 

監事   福 田 惠 太    【押印省略】 

監事 吉 見 章 一    【押印省略】 



2021-22年度ライオン誌日本語版委員会 
第1回会議（ウェブ） 

日　時：2021年8月17日（火）13:30～15:30 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ ウェブ会議システム・Zoom 
出席者：国際理事                           川島 正行（茨城県･土浦北ライオンズクラ

ブ　） 

　　　　国際理事                           渡部 雅文（岡山県･倉敷西ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　国際理事                           藏 　大介（石川県･金沢伏見ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　一般社団法人理事長        仁科 良三（長野みすずライオンズクラ
ブ　） 

　　　　一般社団法人副理事長    古川 　隆（337複合地区議長／福岡くしだライオンズクラ
ブ　） 

　　　　一般社団法人専務理事    村木 秀之（330複合地区議長／東京数寄屋橋ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   大屋　 保（330複合地区／埼玉県･川越ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     𠮷原 成昌（331複合地区／北海道･苫小牧ハスカップ ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     髙堂　 裕（332複合地区／秋田中央ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     星野 勝美（333複合地区／群馬県･太田ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     山邉 正重（334複合地区／長野県･上田城南ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     団　 英男（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     玉浦　 巖（336複合地区／広島県･三原浮城ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     吉田 　勲（337複合地区／福岡県･北九州紫水ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　事務総長                           菅原 雅雄（東京堀留ライオンズクラ
ブ　） 

欠　席：国際理事                           永田 賢司（京都洛陽ライオンズクラ
ブ　） 

 
◉ 

　 

　第1回会議開催に当たり、会議の招集者である一般社団法人日本ライオンズの仁科良三理
事長からあいさつがあり、ライオン誌印刷版の発行時期を国際協会の統計数値の締めに合
わせるような検討も必要との見解や、デジタル社会が進展する中でデジタルを感じさせな
いデジタル化が求められており、ライオン誌でも一層の工夫をしてほしいとの要望を述べ
られた。続いて出席者の自己紹介の後、議事に入った。 
 
【議事】 

1. 2021-22年度ライオン誌日本語版委員会委員長、編集長互選 
　委員長に335複合地区の団英男委員、編集長に333複合地区の星野勝美委
員を選出した。 



 
2. ライオン誌日本語版の運営 

●2020-21年度決算 
　2020-21年度ライオン誌日本語版決算を確認した。この年度から国際協会
補助金が従来の半額の2ドルに減額されたことにより大幅な赤字になるた
め、予算では赤字補填のために設けられていた繰越金600万円を取り崩すこ
とになった。しかし新型コロナの影響により、取材件数が減って旅費交通
費及び外注の製作費が少なくなったこと、また年間4回の予定だった委員会
の集合会議が1回のみでその他はウェブ会議になったことから、支出が減少
して、年間の収支差額は1,478,764円の赤字に抑えられた。これにより600万
円の繰越金取り崩しは行われなかった。 

●2021-22年度予算 ライオン誌日本語版関係科目 
　社団では2021-22年度からライオン誌部門と法人の部門別集計を作成しな
くなった。昨年度までは月次決算を確認していたが、今後はライオン誌発
行に関する支出状況を予算消化率で把握することとし、今年度の社団予算
からライオン誌関連の科目のみを抽出した資料を確認した。ただし、この
資料では収入と支出が釣り合わないので評価が出来ないとの指摘があった
ため、次回委員会からは社団の正味財産増減計算書を資料とし、その中で
ライオン誌関連科目の予算消化率を把握する。 

 
3. 印刷版関係 

●2021年9･10月号（8月20日発行／83,700部）台割 
　この号から今年度委員会の担当号となるが、8月6日に入稿、13日に最終
校了の進行スケジュールだったため、前年度委員で校正紙を確認し編集作
業を終えたことが報告された。40ページ建て台割を基に編集された誌面の
内容と製作費を確認した。「国際理事だより：藏国際理事、永田国際理
事」「編集室：星野委員」、新年度関係の記事として「国際会長テーマ」、
「バーチャル国際大会」を掲載。 

●2021年11･12月号（10月20日発行）台割（案） 
　今年度社団予算では直接出版費の印刷費は基本36ページ建て、年6回発行
での予算となっている。予算に従ってこれまでより4ページ少ない36ページ建
てで作成された台割を確認した。「国際理事だより：川島国際理事」、「編
集室：団委員長、星野編集長」。 
　ページ数減少に伴い、国際協会から印刷版またはデジタル版のどちらかへ
の掲載が指定されている国際理事会決議事項要録（年3回配信）をこれまで通
り印刷版に掲載するか、ウェブマガジンに掲載するか検討。国際協会の動向
を伝える重要な情報であり、今後も印刷版に掲載することとした。36ページ



建ての編成については、従来通りの40ページが必要との意見もあった。ペー
ジ数は4ページ単位で増やすことが出来、掲載が必要な情報の量によって増ペ
ージが可能なことを確認した。 
　星野編集長からは、国際協会指定記事の内容を含め、ライオン誌の編集及
び運営方針を示した「国際理事会方針書第16章ライオン誌」の内容を新年度
委員会でよく確認した上、これに沿って編集長の責任を果たしていきたいと
の考えが示された。 
　また、委員会に寄せられている日本ライオンズ大学校の原稿掲載依頼につ
いては引き続き検討する。 
 

4. ウェブマガジン関係 

●2021年8月号（8月1日更新）出来 
　ウェブマガジン8月号の出来を確認した。 

●2021年9月号（9月1日更新）更新予定（案） 
　9月号の主要コンテンツについて、活動概要や記事の内容、取材経費が提出
され、承認した。「テーマ」で予定していた取材日程が延期になり代替の手
配が困難なことから、この号は休載する。 

●2021年10月号（10月1日更新）更新予定（案） 
　10月号の主要コンテンツについて、活動概要や記事の内容、取材経費が提
出され、承認した。 

 
5. 主要記事予定 

●2021-22年度主要記事予定 
　今年度委員会が担当する印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確
認した。 

●2021年7月取材経費 
　7月に実施した取材の旅費及び外注費の経費一覧が提出され、確認した。 

●2021年8、9月取材経費概算 
　8、9月取材予定経費概算が提出され、承認した。 

 
6. その他 

●ライオン誌サポーター、ライオン誌ITアドバイザー 
　今年度各地区から推薦のあったライオン誌サポーターのリストを確認し
た。サポーターには印刷版発行後に行う読後アンケートや情報提供に協力を
お願いする。地区推薦の他に、ライオン誌を精読して意見を寄せれくれる会
員がいれば各委員が推薦して協力を依頼する。 



　昨年度までライオン誌ITアドバイザーとしてご助力いただいていたL荘英
隆（東京恵比寿ライオンズクラブ）に引き続き協力をお願いする。今後はサ
バンナ（ServannA）を中心にIT関連の助言が必要となった際に委員会に招請
する。 

●サバンナ（ServannA）関係 
　ライオン誌の発送にはサバンナに登録されている個人及びクラブ事務局住
所を使用している。地区版サバンナを使用しなくなった地区では住所の更新
等が行われなくなるため、所属クラブがライオン誌側で用意した専用サイト
を使用して更新するか、地区が地区内全クラブ分の発送用データをライオン
誌に提供するか、いずれかの方法を選択してもらう。現時点で地区版サバン
ナの使用停止を把握しているのは330-C地区の1地区で、同地区にはいずれかの
選択を求める。また、他にも地区版サバンナの使用を停止する地区がないか
把握するため、使用状況について調査を行う。 

●2021年クラブ･アンケート集計 
　ライオン誌が7月下旬から8月にかけて全国のクラブを対象にアンケートを
実施し、約56%のクラブから回答があった。アンケートのうち、前年度会員動
静の集計データを確認。データはウェブマガジンの「情報資料」に掲載す
る。また、アンケートで収集したアクティビティ実施予定の情報は今後の取
材や編集に活用する。 

 
閉会あいさつ　仁科理事長 

 
 
【次会委員会開催予定】 
        9月9日（木）10:00～12:00      第2回会議（ウェブ） 



2021-22年度ライオン誌日本語版委員会 
第2回会議（ウェブ） 

日　時：2021年9月9日（木）10:00～12:00 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ ウェブ会議システム・Zoom 
出席者：国際理事                           渡部 雅文（岡山県･倉敷西ライオンズクラ

ブ　） 

　　　　国際理事                           藏 　大介（石川県･金沢伏見ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　国際理事                           永田 賢司（京都洛陽ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員長                               団　 英男（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　） 

　　　　編集長                               星野 勝美（333複合地区／群馬県･太田ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   大屋　 保（330複合地区／埼玉県･川越ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     𠮷原 成昌（331複合地区／北海道･苫小牧ハスカップ ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     山邉 正重（334複合地区／長野県･上田城南ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     玉浦　 巖（336複合地区／広島県･三原浮城ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     吉田 　勲（337複合地区／福岡県･北九州紫水ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　一般社団法人副理事長    古川 　隆（337複合地区議長／福岡くしだライオンズクラ
ブ　） 

　　　　PRマーケティング委員長 

　　　　事務総長                           菅原 雅雄（東京堀留ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　ITアドバイザー                  荘 英 隆（東京恵比寿ライオンズクラ
ブ　） 

欠　席：国際理事                           川島 正行（茨城県･土浦北ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                     髙堂　 裕（332複合地区／秋田中央ライオンズクラ
ブ　） 

◉ 

　団委員長の開会あいさつの後、渡部、藏、永田各国際理事、一般社団法人日本ライオン
ズの古川副理事長からあいさつがあり、団委員長、星野編集長の進行で議事に入った。 
 
【議事】 

1. ライオン誌日本語版の運営 
●2021-22年度7月度ライオン誌関係会計報告 
　社団の正味財産増減計算書（2021年7月1日～7月31日）を資料とし、ライ
オン誌関連科目を確認した。7月は印刷版ライオン誌の発行がないため、印
刷費やライオン誌送料は発生せず、直接出版費は70,683円で年間予算の消化
率は0.3%。ウェブマガジン7月号は新型コロナの影響で外部カメラマンを伴
っての取材記事は1本となり、経費が抑えられた。デジタル版関連費は
225,754円で消化率3.6%だった。 



2. 理事会方針書と公式版ライオン誌 
●理事会方針書第16条「ライオン誌」編集方針の要点 
　前年度委員会での星野編集長の提案を受けて、公式版ライオン誌の編集及
び運営方針を示した方針書第16章にある編集方針の中から、公式版の誌上
に表記すべき事項や掲載指定記事、禁止事項などの要点と、日本語版にお
ける掲載状況を確認した。日本語版は国際ニュース交換センターで配信さ
れた指定記事は方針に則って掲載しているが、ライオンズ紋章に加えて誌
面に表記しなければならないとされている「We Serve」のモットーについ
ては、2020年1・2月号でページ数を削減して以降、記載漏れとなっていた
ことが分かった。次号11・12月号からは方針通りに表記する。 
●公式版ライオン誌の発行状況 
　理事会方針書に基づき発行されている各公式版ライオン誌のうち本部版
を始めとするいくつかの版の発行回数・ページ数と、国際協会ウェブサイ
ト内にある各公式版共通プラットフォームのデジタル版を確認した。各公
式版の印刷版は発行義務の下限である年2回から年11回まで、国によって開
きがある。またデジタル版についても、韓国語版やドイツ語版など国際協
会の共通プラットフォームを利用せずに独自にデジタル版を公開している
国もある。日本語版は縦書き・右開きの特殊性とデジタルのメリットを生
かす観点から独自にウェブマガジン設けているが、共通プラットフォーム
にも毎月ウェブマガジンの記事を掲載している。今後、各公式版の発行状
況も参考にしながら、日本語版のデジタル化の進め方を検討していく。 

 
3. 印刷版関係 

●2021年9･10月号（8月20日発行／83,700部）出来 
　発行済みの9･10月号を確認した。「国際理事だより：藏国際理事、永田
国際理事」「編集室：星野委員」、新年度関係の記事として「国際会長テー
マ」、「バーチャル国際大会」を掲載した。 
●2021年11･12月号（10月20日発行）台割（案） 
　基本36ページ建ての台割を確認した。「国際理事だより：川島国際理
事」、「編集室：団委員長、星野編集長」、「日本ライオンズ情報」は古川
副理事長による原稿を掲載。「奉仕活動」は予定していた3本の取材がアクテ
ィビティの延期などで中止となり、現時点では代替1本のみの見込みとなって
いる。空きが出る2ページ分は、東京パラリンピックに日本代表として出場し
た日本ライオンズ支援選手の活躍を伝える記事を掲載する。前回委員会で従
来通り印刷版に掲載することを決めた国際理事会決議事項要録には、「日本
ライオンズ物語」を休載して2ページを充てる。 
●国際本部からの印刷版記事掲載依頼 
　今年度最終年を迎えたLCIFキャンペーン100の目標達成に向け、全公式版の



印刷版にLCIFの記事（8ページ）及び表紙写真を掲載するよう協力を求める
LCIF理事会及び国際理事会からの依頼が、国際本部から届いた。12月半ばに
翻訳・レイアウト済みの記事を国際本部から提供し、22年1～3月に発行する号
の指定記事にすることを検討中とのことで、指定記事として配信された場合
は掲載は必須となる。日本語版の場合、掲載可能な号は2022年3・4月号（2月
20日発行予定）となり、基本の36ページ建てに8ページを追加場合の追加費用
は、印刷代と編集費の概算で50万円程度が見込まれる。これらを踏まえ、配
信される8ページ分を追加するか、基本36ページの台割の範囲内で調整するか
を協議した。国際協会の要請であり、1号に限ってのことでもあるので、通常
の記事を削減するのではなく、追加費用がかかっても8ページ増やして掲載す
べき、との意見で一致した。国際本部の依頼通りに記事配信があった場合
は、22年3・4月号は8ページ増の44ページ建てとする。今年度から36ページ建
てが基本となるが、今回のような国際協会の要請を含め読者会員に伝達すべ
き情報や記事が基本台割内で収まり切らない場合には、委員会で検討して増
ページが必要か否かの判断を行う。 
 

4. ウェブマガジン関係 
●2021年9月号（9月1日更新）出来 
　ウェブマガジン9月号の出来を確認した。 
●2021年10月号（10月1日更新）更新予定（案） 
　10月号の主要コンテンツについて、活動概要や記事の内容、取材経費が提
出され、承認した。「奉仕活動」は予定していた取材3本が中止となって代替
を準備しているが、この号では1本のみになると見込まれる。 

 
5. 主要記事予定 
●2021-22年度主要記事予定 
　今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。 

●2021年8月取材経費 
　8月に実施した取材の旅費及び外注費の経費一覧が提出され、確認した。 
●2021年9月取材経費概算 
　ウェブマガジンの取材候補が固まらないことから取材経費概算の提出はな
かった。取材候補が決まり次第、委員長、編集長の承認により取材を進める。 

 
6. その他 

●小委員会の設置 
　団委員長から、昨年度に引き続き小委員会を設置して、ライオン誌の健
全な運営とより多くの会員に読まれるための方策を推し進めたいとの提案
があった。下記の二つの小委員会の設置と構成を決定した。 



【財務小委員会】 
　○職務分掌：委員会の健全な財務運営についての答申 
　○委員：玉浦委員（委員長）・大屋委員・団委員長・吉田委員　 
【ウェブマガジン推進小委員会】 
　○職務分掌：ライオン誌日本語版デジタル化推進についての答申、その 
　　他委員会の依頼事項 
　○委員：星野編集長（委員長）・𠮷原委員・髙堂委員・山邉委員 
　　オブザーバー：荘ITアドバイザー　 
　ウェブマガジン推進はライオン誌日本語版委員会にとって喫緊の課題で
あることから、ウェブマガジン推進小委員会の星野委員長から求めがあっ
た場合は、財務小委員会のメンバーも議論に参加する。 
●「障害」の表記について 
　ライオン誌では一般的な新聞表記に準じて表記の統一を行っている。現在
はそれに従って「障害」と漢字で表記することを原則とし、固有名詞やクラ
ブの求めがあった場合は「障がい」としている。ライオン誌においてはどの
ように表記するのが適切か、過去に検討を行った委員会の報告と、NHK放送
用語委員会（2019年11月）の調査・検討結果を参考としながら意見を交換し
た。協議の結果、常用漢字表に基づいた表記が適切であり、放送用語委員会
でも漢字表記を原則と結論づけていることから、これまで通り「障害」の漢
字表記を原則とし、必要に応じて「障がい」の表記も用いることとした。 
●サバンナ（ServannA）関係 
　330-C地区ではMyLCIとサバンナの切り離しに伴い、昨年度から地区版サバ
ンナの使用を停止した。しかしライオン誌の発送にはサバンナに登録されて
いる会員及びクラブ事務局住所を使用しており、住所の随時更新が必要であ
る。330-Ｃ地区に、①ライオン誌発送発送データ更新に特化したサバンナ・サ
イトで住所更新を行うか、②地区からライオン誌への発送住所データを提供
するか選択を求めたところ、①を選ばれたため、330-Ｃ地区版サバンナからラ
イオン誌発送データ更新用サイトへの切り替え作業を進める。 
●ライオン誌サポーター 
　前回委員会で団委員長から、地区推薦サポーター36人に加えて委員からの
サポーター推薦の呼びかけがあった。現時点の委員推薦サポーターは15人。
委員推薦は9月15日（水）を締切とし、推薦するメンバーの氏名・クラブ名・
Eメールアドレスを事務局へ連絡する。 

 
閉会あいさつ　団委員長 

 
【次会委員会開催予定】 
        10月7日（木）14:00～16:00   第3回会議（ウェブ） 



第１回 ８複合地区 GST コーディネーター会議 議事録 

 

日 時：2021 年 8 月 18 日（水） 13：30〜16：25 

会 場：ウインクあいち 18 階小会議室 及び web による 

出席者：GAT 日本全域リーダー 元国際理事   L.中村  泰久 

    GAT エリアリーダー        L.鈴木 誓男 

    GAT エリアリーダー           L.識名  安信 

        330 複合地区 GLT コーディネーター L.濱野 雅司 

    330 複合地区 GST コーディネーター L.井田    渉 

 331 複合地区 GST コーディネーター L.松浦  淳一 

 332 複合地区 GST コーディネーター L.岸    秀年 

 333 複合地区 GST コーディネーター L.田中  勝司 

 334 複合地区 GST コーディネーター L.浜島  清美 

 335 複合地区 GST コーディネーター L.江草  長史 

 336 複合地区 GST コーディネーター L.澤    辰水 

 337 複合地区 GST コーディネーター L.髙橋  抒見 

OSEAL 調整事務局 局長  マーズ 佐子 

 GAT スペシャリスト    畠山 直子 

 

１．GAT 日本全域リーダー挨拶と報告 

今期は特に GAT 横の連携を強めることで、会員維持・増強を図りたい。GST におい

ては、MyLion 報告率アップもさることながら、コロナ禍におけるインパクトの高い、

そしてメンバー満足度の高い奉仕活動を準地区・クラブへ紹介できることが大切。 

また、GMA プログラムにおいて、GST には「質の高い奉仕活動」についてのフォロ

ーをお願いしたい。 

 

２．GAT エリアリーダー挨拶 

鈴木 誓男 エリアリーダー 

 近年の退会者数の推移を鑑みると、各地区が２〜３クラブをエクステンションしな

ければ、会員純増は為し得ない。そのためには、GAT メンバーの垣根を取り払って取

り組んで欲しい。 

 

識名 安信 GST 担当エリアリーダー 

 現下の会員減少を食い止めるためには、感動のあるアクティビティ、ニーズに沿った

アクティビティを実践することで、メンバーのライオンズスキルが高まっていくこと、

崇高な精神を感じ合えることが大切と考える。つまり、これまでのアクティビティを見

直し、継続すべきこと、見直すべきこと、今求められることを深く考え、実践していく

ことより他にはないと思われる。 



３．2021-2022 年度 GST の優先事項・活動計画と考え方について 

 「感動を覚える活動」を通じて、メンバー満足度を高めることに尽きる。そのための

有用な情報を地区・クラブへ届けることが GST の優先事項と考える。 

 

① 地区 GST・ゾーンを通してクラブへの働きかけ 

・web ミーティング：地区 GST との連携を日本全体で図る 

・『思いやりは大切なことアワード』の奨励喚起を通じて、アクティビティ成功例

の集積を図る 

②  他チームとの連携の強化 

GST 主催のチャリティ企画などを実践することで、LCIF キャンペーン 100 への貢

献を模索したい。 

   今期の活動を成功させるためには、地区コーディネーター、ゾーン・チェアパーソン

との連携がカギとなる。皆さんで、成果を上げて祝いあえることを願っています。 

 

４．2021-2022 年度複合地区今期の活動目標や行動計画・予定等の報告 

MD330 L 井田 渉 

 今期の主な計画 

 ・MyLion 報告率の地区目標達成 

 ・複合地区内でのグループディスカッション 

 について、説明があった。 

 

MD331 L 松浦 淳一 

 今期は地区コーディネーターもガバナー協議会のメンバーに入っていただくことと

なり、GAT の連携強化を図るための体制を作ることができた。また、奉仕活動では、

8 月 8 日に開催した札幌でのシングルマザー食糧支援活動は、今後の活動に示唆を与え

るものとなった。今後継続する中で、よりインパクトを高めていきたい。 

 人口分布に偏りのある複合地区ではあるが、地域に根ざして多くのメンバーを確保

しているクラブもある。そのような成功例を紹介しながら、複合地区全体を盛り上げて

いきたい。 

 

MD332 L 岸 秀年 

 本来は明日ガバナー協議会が開催される予定だったが、急遽中止となった。GST コ

ーディネーター会議は 8 月 26 日に web で開催する。 

 中心的な活動としては、昨年度取り組んだ「地域社会奉仕ニーズ調査」を今期も継続

的に展開する。また、地区ガバナーが掲げる地区目標の中でも特に MyLion 報告率につ

いて、数字の推移を注視しながら、目標達成に向けて支援したい。 

 332-A 地区が GMA パイロット地区となっているので、複合地区内の全地区コーデ

ィネーターには、A 地区の推移を見守り、支援することで、来期の GMA 本格スタート

に向けた準備を図りたいと考えている。 



MD333 L 田中 勝司 

 昨年度は地区ガバナーとして奔走していたため、未だ GST コーディネーターの役割

について理解が不十分ではない状況。会員増強に向けて、GLT・GMT・FWT コーディ

ネーターとの連携を強化しながら取り組まなければならないと認識しているが、具体

的な活動については、不明なことばかりなので、教えていただきたい。 

 

MD334 L 浜島 清美 

 8 月 11 日に GST 会議を開催した。地区ガバナー、ゾーン・チェアパーソンとのコミ

ュニケーションを強化する方策として、協議会議長より複合地区 GAT 会議を開催して

もらうこと、準地区のキャビネット会議、ガバナー諮問委員会に GAT も出席させてい

ただくことなどが挙がった。また、若年層のメンバー交流会の中で、自らがやってみた

い奉仕活動についてアイデアが挙がったことを受け、それらを地域ニーズとマッチン

グをして、実践に結びつけることができればよいと考えている。多くのメンバーが共感

する感動のアクティビティをストーリー仕立てにして紹介することで、感動の共有を

図りたい。 

 

MD335 L 江草 長史 

 7 月末に GST 会議を開催した。主な取り組みとしては、 

・グローバル奉仕プログラムの推進 

・視力保護プログラム（甲南大学での古眼鏡回収プログラム） 

・アドボカシープログラム（京都でのイエローリボンプログラム） 

・MyLion 報告率 100％達成 

 を考えている。 

 特に古眼鏡回収プログラムについては、甲南大学で収集が始まっており、主体となっ

て活動するクラブとの橋渡しをしているところである。 

 また、京都において、一般市民の方々を対象に盲導犬だけでなく聴導犬、福祉用具に

ついての PR をする準地区奉仕活動が計画されており、複合地区からの支援を検討中で

ある。 

 MyLion 報告率については、前期 100％達成地区には、今期世界最速 100％を目指し

ていただく。 

 

MD336 L 澤 辰水 

 8 月 26 日にガバナー協議会が予定されているが、開催できるかは不透明な状況。地

区としてはアラート活動に力が注がれており、地域社協との連携などが進められてい

る。 

 

MD337 L 髙橋 抒見 

 新任コーディネーターとして、皆様の力を借りながら、MD337 を盛り上げていきた

い。GST として、地域で注力されている献眼・角膜移植推進活動は、より多くのクラ



ブで取り組まれるよう支援していきたい。 

 

５．協議事項 

・「思いやりは大切なこと」アワードの今後の進め方についての確認 

 マーズ局長より、各レベルの推薦書提出期限の延長案について説明があった。 

 提出期限の延長及び、推薦書式の変更について承認された。 

 

・クラブ参加奉仕アクティビティウェブセミナーの開催計画について 

 中村日本全域リーダーより、趣旨についての説明があった。 

 11 月頃の開催に向けて、詳細を検討していくこととなった。 

 

・今期活動計画について 

 MD330GLT コーディネーター濱野雅司 L より GLT の取り組み内容について説明があ

った。 

  ○次世代リーダーシップの育成 

  ○会員維持及びクラブ活性化 

 という点について、GLT・GST が共有する事柄となっている。これらを連携して取り

組む必要性が確認された。 

 

６．事務局報告事項 

 ・MyLion 報告状況について 

・アドボカシーについて 

・地域ニーズ調査ほか、GST 関連国際協会リソースについて 

 それぞれマーズ局長、畠山 GAT スペシャリストより説明があった。 

 

７．その他 

次回会議開催予定は 9 月末と確認された。 
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 一般社団法人 日本ライオンズ 

2021-2022年度 第 1回 YCE委員会【WEB】要録 

 

◎日時：2021年 9月 29日（水）13:30－15:30 

◎場所：各 PCから接続（ウェブ会議接続システム Zoom利用） 

◎出席者： 

  330複合地区 YCE委員   青 木  秀 茂 （330-A地区 東京吉祥寺 LC） 

  331複合地区 YCE委員   大 澤  勝 雄 （331-B地区 釧路ぬさまい LC） 

  332複合地区 YCE委員   髙 堂  裕 （332-F地区 秋田中央 LC） 

  333複合地区 YCE委員   小 吹  勇 （333-E地区 石岡 LC） 

  334複合地区 YCE委員   加藤  万寿夫 （334-B地区 土岐織部 LC） 

  335複合地区 YCE委員   吉 川  二 郎 （335-C地区 奈良 LC） 

  336複合地区 YCE委員   高 橋  淳 （336-C地区 広島デルタ LC） 

  337複合地区 YCE委員   北  由 美 子 （337-D地区 鹿児島第一 LC） 

   

第 1回 YCE委員会会議招集者： 

一般社団法人日本ライオンズ 

理事長           仁 科  良 三 （334-E地区 長野みすず LC） 

  委員長（MD334議長）  山 本  基 博 （334-B地区 恵那 LC） 

  専務理事          村 木  秀 之 （330-A地区 東京数寄屋橋 LC） 

一般社団法人日本ライオンズ 事務総長 

               菅 原  雅 雄 （330-A地区 東京堀留 LC） 

  オブザーバー 

333複合地区 YCE特別委員 大久保  雄司 （333-E地区 水戸 LC） 

334複合地区 YCE副委員長 川 嶋  秀 典 （334-C地区 浜松葵 LC） 

 

◎ 開会の辞 

⚫ 村木専務理事は開会を宣言し、開会のあいさつを仁科理事長に依頼した。 

 （仁科理事長） 

 私は334-E地区長野みすずLC所属、ライオン歴49年のチャーターメンバーです。

2021-2022 年度一般社団法人日本ライオンズの理事長として皆さんと共に日本ラ

イオンズを運営していくことになりましたので、よろしくお願いいたします。 

（一社）日本ライオンズにはこの YCE委員会を含め 8つの委員会があり、ライオ

ン誌委員会、アラート委員会、会則委員会の会議がすでに終わっており、今後予定

されている委員会会議もすべてウェブで開催予定です。昨年度、私はこの日本ライ

オンズ YCE委員長をさせていただきました。今年度も委員をしていただいている

高橋委員（MD336）からこの新型コロナウイルス感染症拡大はすぐには収束しな

いであろうという見解をいただきながらも、各委員は早期の収束を期待していたと

思いますが、今日まで引き続き派遣・受入が実施出来ない状況にあります。その状

況の中、昨年度は「花の咲かない時は根を伸ばそう」ということで、YCE の長い

歴史の中でそれぞれの MD で培ってきた想いや慣習など、日本全体で統一してい
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るというわけでは無かった事柄について加藤委員（MD334）をはじめこの YCE委

員会で整備できるところをしてきました。YCE 委員に留任できる人は留任して欲

しいとして前年度を締めくくりましたが、多くの方が留任されているので、今年度

に期待したいと思います。今後、新型コロナウイルス感染症拡大は続く可能性もあ

ると思いますが、10 月 1 日より「緊急事態宣言」が解除されることなり、行動制

限も少し緩和されることを受け、「with コロナ」ということで感染症対策を十分

とった上で、出来るところから集中してライオンズクラブ活動をしていきたいと思

います。今回は私が招集者ですが、次回以降は山本委員長中心にこの YCE委員会

を進めていっていただきたいと思います。 

◎ 本日の出席者確認及び進行について 

⚫ 村木専務理事は山本委員長に議事録作成人指名および議事進行を依頼し、また、出

席者の自己紹介を依頼した。 

⚫ 出席者は自己紹介をした。 

⚫ 山本委員長は MD333 大久保 YCE 特別委員と MD334 川嶋 YCE 副委員長のオブ

ザーバー参加を認めた。 

⚫ 山本委員長は前年度から 6人の委員が留任したことに言及した。 

◎ 議事録作成人の指名 

⚫ 山本委員長は加藤委員（MD334）と吉川委員（MD335）を議事録作成人に指名し

た。 

◎ 議案 

１．基本方針の確認 

⚫ 山本委員長はライオンズ国際協会ウェブページ掲載の YCE基本方針を示し、YCE 

事業の目的を確認し、この事業が 60年続いてきた意義について言及した。 

２．YCE委員会の引継ぎ報告 

⚫ 山本委員長は YCE引継ぎ報告についての説明を加藤委員（MD334）に求めた。 

⚫ 加藤委員（MD334）は下記の事項について説明した。 

➢ 前年度「複合地区 YCE委員長の手引き」「幹事旅行代理店業務内容（例）」「YCE

不測事態によるキャンセル時と緊急時連絡方法」「派遣生の出発前オリエンテー

ション資料」「YCEリーダー・サブリーダーの手引き」を実態に則した分かり易

い資料に改訂した。 

➢ 2021年冬期交換の中止が申し送られた。 

➢ 前年度、加藤委員（MD334）より提案があった「YCE海外交渉通信窓口」制度

について本年度に協議すること、そして、協議するにあたり月 1 回の会議開催

の要望について申し送られた。 

➢ 仁科前 YCE委員長から委員会名称を YLOとし、YCE事業、LEOおよび YCE-

OB 会活動が青少年育成事業を総合的に推進できる体制を整えたいとの提案が

申し送られた。 

⚫ 北委員（MD337）より前年度改訂した資料を編集可能なワード形式資料の要望が

あり、今年度の各委員および写しを各MD事務局に送ることとした。 

３．本年度の審議事項 

（１）2022年春期・夏期交換について 
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⚫ 山本委員長は 2022年春期・夏期について各委員の意見を求めた。 

➢ 青木委員（MD330）は窓口国の春期交換タイおよび夏期交換 MD4 との通信

内容について下記のように報告した。 

 タイ（MD310）新委員長 PDGスパに「日本において新規感染者数は減少

傾向にあるが交換実施は困難である」と伝えた。それに対しタイは「新規

感染者数は減少していないが、交換実施については新規感染者数だけでは

なく他の要素も加味する必要があり、引き続き情報交換したい」の要望が

あった。 

 MD4新委員長アンジェラ・ルイス氏から「ユースキャンプ日程は 2022年

6 月 27 日～7 月 2 日、7 月 3 日からはロサンゼルスとサンフランシスコ

にてホームステイを予定している。申請があれば参加可能である。」との

情報を得た。それに対し青木委員（MD330）は「6 月下旬から 7 月上旬

は学校の問題があり参加は困難であるため、例年通り 8 月で企画できる

かどうか。また、日本における新型コロナウイルス感染症拡大状況がある

ので、参加できるかどうかの判断はもう少し時間がかかる。」と伝えた。 

➢ 青木委員（MD330）は日本ライオンズ YCE事業（ユースキャンプ及び交換）

の実施、中止の判断基準について、山本委員長に質問した。 

 山本委員長は青木委員（MD330）の質問に対し、YCE事業の実施・中止

の判断については各通信窓口国の情報を得て本委員会にて決定すると回

答した。 

➢ 大澤委員（MD331）は MD331 各準地区 YCE 委員長とウェブで会議をし、

前年度の申し送り事項を報告した。そして、現在、各準地区で伝えていただ

いている状況である。10 月 12 日 MD331 ガバナー協議会に MD331 各準地

区 YCE委員長が出席するので、その時に本日の本委員会内容を伝えると回答

した。 

➢ 髙堂委員（MD332）はMD332では未だ委員会会議を開催していないが、準

地区 YCE委員長と個別に情報交換をしている状況であり、その中で交換の実

施もしくは中止決定の時期などプロセスについてどのようになっているのか

という疑問の声が多々あったことを報告した。そして、MD332 内において新

型コロナウイルス新規感染者数はそれほど増加しているわけではないが、青

少年たちを集団で派遣、受入することは現在の状況においては困難であり、

当分の間、交換実施は難しいであろうという感覚であると述べた。 

➢ 小吹委員（MD333）は 8 月 25 日に MD333YCE 委員会会議を開催し、全国

の複合地区と一部の通信窓口国を対象に今後の YCE 事業についてリサーチ

をした結果、現在のコロナ禍においては派遣・受入は困難であり、2022年YCE

事業の実施は不可能であろうという意見が多かったと報告した。そして、本

委員会各委員の意見、方向性を確認した上で判断する状況であると述べた。 

➢ 加藤委員（MD334）はMD334YCE委員会を 7、8、9月と 3回開催し、下記

の理由により 2022 年春期・夏期交換の中止を本委員会に提案することを決

議したと報告した。 

 現在の状況において 2022年春期交換は不可能である。 
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 夏期派遣の予備調査は例年 9 月下旬から開始する関係上、今回の本委員

会第一回会議にて 2022 年夏期交換の実施もしくは中止の決定をすべき

であり、現在の状況においては中止すべき。 

➢ 吉川委員（MD335）は今年度MD335YCE委員会を 2回開催予定であったが、

緊急事態宣言によりいずれも中止となり 10月 4日に開催予定であるので、各

委員と個別に情報交換をした結果、2022年夏期交換について「派遣生募集に

応募があるかどうか、また、ホストファミリーの受け手があるかどうかという

点において」困難であろうという意見が多かったと報告した。 

➢ 高橋委員（MD336）はMD336YCE委員会会議未開催であるので、高橋委員

個人の所感として、春期・夏期交換実施の条件は「2週間という自主隔離期間

が必要なくなる事」「新型コロナウイルスが通常の風邪と同じくらい大きく弱

毒化する事」「内服の特効薬が開発される事」であり、現在の状況からすると

今後、3年くらいは YCE事業の実施は不可能との印象を持っており、2022年

春期・夏期交換は中止の決定をすべきであると述べた。 

➢ 北委員（MD337）はMD337 の窓口国は 6 ヵ国あるが現在は交換実施もしく

は中止の日本の決定を待っている状況である。MD337YCE委員に個別に確認

したところ、派遣については海外の新型コロナウイルスを恐れ、派遣申請が無

い、来日についてはホストファミリーのなり手がいないとの予測があり、ま

た、9月から 2022年夏期派遣の準備が始まっているので、本委員会の決定を

待っていると述べた。 

⚫ 山本委員長は各委員の意見を聞いた上で、安全性を最優先に考えなければなら

ない事業であるとの理由により 2022年春期・夏期交換は中止すべきとして、各

委員の同意を求め、全員一致で 2022年春期・夏期交換中止を決定した。 

 

（決定事項）2022年春期及び夏期交換は中止とする。 

 

（２）日本ライオンズ YCE委員会 会議開催日程について 

⚫ 山本委員長は本委員会の 2022年春期・夏期交換中止の決定を受け、交換事業が

ある場合のYCE委員会活動計画とは大きく変更となるが、日本ライオンズYCE

事業の課題を協議する必要があり、基本的に月一回の会議開催を目指すことを

提案し、各委員は承認した。 

⚫ 山本委員長は 2022 年冬期交換について今年度末くらいから検討を始めたいと

の意向を示した。 

（３）日本ライオンズ YCE海外交渉通信窓口システムについて 

⚫ 山本委員長は日本ライオンズ YCE 海外交渉通信窓口システムについて加藤委

員（MD334）に説明を求め、加藤委員はスライドを使用し、「通信担当窓口とし

ての役割の確認」および「日本ライオンズ YCE海外交渉通信窓口システムの概

要」ついて説明した。  

⚫ 加藤委員（MD334）は下記のMD334YCE業務の課題および方向性について説

明した。 

➢ YCE業務担当事務局員が 2023年 3月に定年となる。 
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➢ MD334は通信窓口としてヨーロッパ 29ヵ国を担当している。 

➢ YCE 業務に精通している事務局員不在となった場合は、MD334YCE 委員会

委員 7人で通信業務を担当する必要があるが、29ヵ国と通信業務を行うには

困難が多い。 

➢ 前年度、今年度のMD334YCE委員会において YCE通信業務を YCE委員の

みで行う場合について協議を重ねた結果、3 ヵ国であれば可能かもしれない

という結論に達している。 

➢ 通信する国を 29 ヵ国から 3 ヵ国に減少させた場合、日本全体の交換数の減

少が考えられる。 

➢ 日本全体の交換数減少を解決することについて本委員会にて協議したい。 

➢ 前年度、本委員会において MD334 は担当しているいくつかの通信窓口国を

他MDで担当することの可能性について尋ねた。 

⚫ 加藤委員（MD334）は MD334YCE 業務の課題について集合での協議を要望し

た。 

⚫ 山本委員長は MD334 の課題について、各 MD にこの課題の再認識と理解を求

め、各 MDYCE 委員会での協議を依頼し、今年度中に何らかの結論を導きたい

とした。 

⚫ 吉川委員（MD335）より加藤委員がスライドで説明した交換数はキャンプ参加

者も含むかとの質問があり、加藤委員はキャンプ参加者も含めた交換数であると

回答した。 

⚫ 吉川委員（MD335）よりヨーロッパの国を通信窓口国として担当する場合、ヨー

ロッパ YCE委員長会議への出席義務があるかと質問があり、加藤委員はヨーロ

ッパ YCE委員会に出席しない国もあり、必ずしも出席する必要はなく、その場

合はメールなどによって通信すると回答した。 

⚫ 北委員（MD337）はMD334が担当しているいくつかの窓口国をMD337が担当

することについて前向きに検討していると述べた。 

⚫ 北委員（MD337）は担当窓口国との契約について、各 MD に下記の項目につい

て調査を依頼した。 

➢ 契約書の有無 

➢ 契約書の内容 

➢ キャンプ情報入手過程 

⚫ 北委員（MD337）は担当窓口国との契約については日本レベルで統一し、その契

約書を元に各国と交渉した方がよいと意見を述べた。 

⚫ 北委員（MD337）は YCE 業務担当事務局員の退職という課題は各 MD とも共

通した課題であるとして、下記のアイディアを提案した。 

➢ 日本ライオンズが一括して YCE海外交渉通信を行い、派遣・来日の分配をす

る。 

⚫ 北委員（MD337）はライオンズクラブ国際協会 YCEディレクトリ（YCE委員

長情報およびキャンプ情報）に言及し、現在、YCEディレクトリへの登録がし

っかりされていない様子であるので、日本ライオンズにて YCEディレクトリへ

の登録について確認を依頼した。 
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⚫ 青木委員（MD330）は前年度田中委員より引継ぎがあり、9月初旬のMD330YCE

委員会においてMD334の課題について「2ヵ国くらいは担当してもよいかどう

か」について協議をし、継続審議中であると報告した。 

⚫ 青木委員（MD330）は MD330YCE 委員会会議にて通信窓口制度を縮小して、

各MDが国際協会 YCEディレクトリに YCE委員長情報およびキャンプ情報を

登録し、MD単位で YCE事業を行うという方法についても議論され、この方法

も選択肢として模索することが可能かどうかも本委員会での意見も参考にしな

がら 10月のMD330YCE委員会会議にて協議していきたいと述べた。 

⚫ 青木委員（MD330）は加藤委員（MD334）が示したスライド資料送付を希望し、

山本委員長は加藤委員にそのスライド資料の配布を指示した。 

（４）ユニフォーム・頒布品について 

⚫ 山本委員長はユニフォーム・頒布品について加藤委員（MD334）に説明を求め

た。 

➢ 加藤委員（MD334）は YCE 派遣生ブレザーの注文は地区キャビネットで取

りまとめをして取扱業者に注文する必要があると説明し、山本委員長は加藤

委員に今年度の注文用紙を作成し、地区で取りまとめて注文するように指示

をした。 

➢ 加藤委員はグローリーシバタ製頒布品の価格について確認するとした。 

➢ 加藤委員はチヂキ社製 YCE交換ピン・スティックについて今年度、発注して

次年度用に準備しておくべきかどうかを確認したいとし、山本委員長は各

MD にチヂキ社製 YCE 交換ピン・スティックの在庫を確認するよう指示し

た。 

（５）アプリケーションフォームについて 

➢ 加藤委員（MD334）は 10月開催ヨーロッパ YCE委員長会議で検討予定のア

プリケーションフォーム改訂について説明した。 

（６）その他 

⚫ 2022年春期・夏期交換中止は 11月 10日開催予定の一般社団法人日本ライオン

ズ執行理事会にて承認の後、正式に文書にて発表する。それ以前は日本ライオン

ズ YCE委員会の方向性として各準地区に伝えることとし、通信窓口国への伝達

も同様とする。 

 

次回委員会：  

 日時：2021年 11月 9日（火）13時 30分～16時 

場所：一般社団法人 日本ライオンズ事務所（集合） 

 

2021年 10月 4日 

議事要録作成人：  

YCE委員（MD334）加 藤 万 寿 夫 

YCE委員（MD335）吉 川 二 郎 
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2021～2022 年度 

一般社団法人日本ライオンズ  
第 1 回アラート全体会議 議事録 

 
日 時：2021 年 9 月 24 日（金）14:30～16:30 

形 式：WEB プラットフォーム Zoom 

出 欠 

[一般社団法人日本ライオンズ] 

理事長（334 複合地区元議長 334-E 地区 長野みすず LC） 仁科 良三 ○ 

副理事長（333 複合地区議長） 

アラート委員会委員長 

333 複合地区アラート委員（333-E 地区 牛久茎崎 LC） 

山川  洋 ○ 

専務理事（330 複合地区議長 330-A 地区 東京数寄屋橋 LC） 村木 秀之 ○ 

[各複合地区委員] 

330 複合地区アラート委員（330-C 地区 坂戸 LC） 森川 明治郎 ○ 

331 複合地区アラート委員（331-A 地区 札幌トラスト LC） 能澤 正明 ○ 

332 複合地区アラート委員（332-C 地区 仙台高砂 LC） 木川田 明弘 ○ 

334 複合地区アラート委員（334-D 地区 金沢城北 LC） 荒尾 勝彦 欠 

335 複合地区アラート委員（335-B 地区 吹田江坂 LC） 佐々木 健太 ○ 

336 複合地区アラート委員（336-A 地区 松山湯築 LC） 高岡 英治 ○ 

337 複合地区アラート委員（337-C 地区 武雄 LC） 石永 扶佐夫 ○ 

[アラートチーム] 

アドバイザー（335-B 地区 高槻 LC） 柿原 勝彦 ○ 

東日本統括リーダー（332-D 地区 郡山東 LC） 橋本 修一 ○ 

西日本統括リーダー（335-B 地区 松原 LC） 坂本 惠市 ○ 

[各複合地区アラート班長・副班長] 

330 複合地区班長（330-A 地区 五反田 LC） 野村 起成 ○ 

331 複合地区班長（331-B 地区 北見中央 LC） 浅野 敬一 ○ 

332 複合地区班長（332-E 地区 山形アルカディア LC） 山下 里美 ○ 

332 複合地区副班長（332-A 地区 青森 ZERO LC） 木村 知紀 欠 

332 複合地区副班長（332-B 地区 水沢中央 LC） 及川 三美 ○ 

332 複合地区副班長（332-C 地区 仙台高砂 LC） 鈴木 二三子 ○代理 

332 複合地区副班長（332-D 地区 田村 LC） 箱﨑 哲司 ○ 

332 複合地区副班長（332-E 地区 米沢松川 LC） 伊藤  剛 ○ 

332 複合地区副班長（332-F 地区 中仙 LC） 草薙 孝悦 欠 

333 複合地区班長（333-E 地区 水戸葵 LC） 若林 純也 ○ 

334 複合地区班長（334-D 地区 鯖江王山 LC） 西村 和之 ○ 

335 複合地区班長（335-A 地区 明石魚住 LC） 藤之原 美津子 ○ 

336 複合地区班長（336-B 地区 岡山みらい LC） 藤井 信英 ○ 

337 複合地区班長（337-D 地区 鹿児島谷山 LC） 青木 和彦  欠 

[一般社団法人日本ライオンズ 事務局] 

事務総長（330 複合地区元議長 330-A 地区 東京堀留 LC） 菅原 雅雄 ○ 
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司会者：MD333 アラート班長 L 若林 純也 
 

1. 開会挨拶 

アラートチーム西日本統括リーダー L 坂本 惠市 

 
一般社団法人日本ライオンズが発足し、また、アラート委員会が設置され既に２年と数カ月が 
経過する間にも各地で大災害が発生しているが、当アラート委員会の機能は発揮出来ていない。 
一般社団法人日本ライオンズ自体の問題であるとも言えるが、各複合地区や準地区との関係に 
おいて組織や制度的にもまだまだ不明確であり、相互の信頼関係も構築出来ていないことが根 
底にあるのではないかと感じる。 
また、プロトコールの問題については、当委員会発足当初から要望をしていたが、２年間務 
められた識名理事長も解決出来ないまま退任をされた。これに関しては遺憾に思う。 
問題は山積であるが皆様の力で実のある会議としていただきたい。 
 

2. 出席者確認と議事録作成人・署名人の確認 

司会：MD333 アラート班長 L 若林 純也 

 
・出欠確認が行われた。 
・議事録作成人は 336 複合地区高岡委員であることが確認された。 
・議事録署名人は山川委員長であることが確認された。 
 
 ※前回会議の議事録が MD337 より未提出である旨確認がされ、会議後速やかに提出をする 

ようにとの話があった。 
 

3. 理事長挨拶 

一般社団法人日本ライオンズ理事長 L 仁科 良三 

 
コロナ禍、社会の在り方が大きく変わろうとしているが、その一方で気候変動による災害への 
対応をも余儀なくされる世の中である。 
アラート委員会は日本ライオンズで設置されている 8 つの委員会の 1 つである。先日、アラ 
―ト委員会を開催したが、本日の全体会議は各複合地区から選任されたアラート委員、班長・ 
副班長、アドバイザーによって構成されている。 
国が指定する激甚災害時、また、県や複合を跨ぐ災害発生時には特に当アラート委員会の活 
動が必要となるので横の繋がりと絆を築き、迅速に動ける体制づくりをしていただきたい。 
今年度は山川委員長を中心に闊達な意見を出し合いたい。 
 

4. 専務理事挨拶 

一般社団法人日本ライオンズ専務理事 L 村木 秀之 

 
アラート委員会メンバー全員がコミュニケーションをしっかり図ることが大切であると感じる。 
委員会には出来るだけ出席したいと思うのでよろしくお願いしたい。 
 

5. 委員長挨拶 

一般社団法人日本ライオンズアラート委員会委員長 L 山川  洋 

 
アラート委員会メンバー皆様の長年のご苦労をお察しする。村木専務理事のお話の通り、コミ 
ュニケーションを図り、情報を共有化し迅速な行動につなげることが最も大切である。 
プロトコールについても問題点を共有している。今年度中には複合地区、準地区内においても、
例えば社会福祉協議会との協定に際して等、様々な場面で発言が可能となる位置付けになるよ 
う立場を確立したい。 
災害発生時、まず中心となるのは被災地域のライオンズクラブ単体であるが、地域の要望をい 
ち早くキャッチし、複合地区、日本ライオンズが加わり可能な活動を行えるよう準備を充実さ 
せたい。 
今後日本ライオンズアラート委員会のあり方について皆様とバランスをとりながら議論を深め 
かたちにしたい。 
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6. アドバイザー挨拶 

アラート委員会（アラートチーム）アドバイザー L 柿原 勝彦 

 
４年前にガバナーとして日本ライオンズへ出向している時であったが、当時の国際会長ナレシュ・ 
アガワル氏はしきりに「“We”の力」と言っていた。 
災害が多発している中でライオンズクラブとしての役割を考え、アラート委員会設置を提案した。 
シカゴ国際大会後に開催された理事会に出席した足で、当時の藤川議長、識名議長、本日出席を 
している坂本統括リーダーと共に倉敷市真備町大水害被災地の視察を行い、社会福祉協会が開設
するボランティアセンターとの関わり方等、色々提案をさせていただいた。 
今回の会議名簿からも見えるように、今期初めて委員に着任する方が 5 名、留任の方が３名、実
動部隊となる班長においては５名が留任、３人が新人となっている。新たに着任された方には当
委員会の重要性を十分に理解していただき活動をしていただきたい。 
ライオンズクラブの基本理念は、１人では出来ないことを「“We”の力」をもって世の為人の為に
尽くすというもの。多発する自然災害やウイルス感染拡大においても自分だけが立ち振る舞うべ
きではなく、被災者皆様の心に響く人間味溢れる支援活動をすることが我々の使命ではないかと
思う。日本ライオンズアラート委員会は発足したばかりではあるが、一昨年よりの課題でもある
緊急支援、復興支援についても山川委員長の下、行動力、決断力、組織力をもってお互いに英知
を絞って取り組んでいただきたい。 
皆様のなお一層のご理解とご協力をアドバイザーとしてお願いしたい。 
 

7. 審議および報告 

 

 

① 災害支援運営規則（案）並びに全日本アラート体制組織図の確認 ······················· L 山川 洋 

   ※一般社団法人日本ﾗｲｵﾝｽﾞ・ｱﾗｰﾄ委員会 緊急アラート災害支援運営規則（案）(資料 4) 
 ※全日本アラート体制組織図入力フォーム（資料 3） 
  
山川委員長より、運営規則について一部改正が必要との話があった。 

  
第１章 第 14 条【班長・副班長】副班長の任命について P3 
2.（副班長） 
 
[現行] 

 “担当エリア統括リーダーと相談をして指名推薦し、社団の理事長が任命する。”  
 ⇒ 
 [改正案] 
“複合地区班長と委員長が相談をして、委員長が任命する” 
 
各準地区より複数人任命されることも可能とする。 
“（班長選出の準地区は除く）”の部分は削除。班長は複合地区より１名任命。 

 
   改正原案をまず委員会で確認し、次回社員総会で議案として提出、その後内容変更を行う。 
 
  【被災地域での心得】（資料 1） 
   山川委員長より資料に基づき説明があった。 
   MD335 藤之原班長より、3. の内容に付随して下記内容の追記案があった。 
    

「被災地域での写真撮影については、被災された方々の生活や心情に十分配慮すること」 
 
   承 認 

 

② 日本ライオンズアラート活動の現在までの組織について ·································· L 森川 明治郎 

【アラート組織図の構築に関して】 

現在、全日本アラート体制組織図（資料 3）はまだ空欄の状態であり、仁科理事長の下、山川委員
長より各議長へ要請をしていただき、準地区皆様の協力を得て早急に人選を行っていただきたい。
また、次年度はスタート時点でこの組織図が完成している状態でお願いしたい。期の途中であっ
ても皆様からの意見を聞きながら随時変更を行って参りたい。 
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【アラート委員会の立ち位置と日本ライオンズ組織の改善点に関して】 
現在の日本ライオンズにおいての立ち位置はアラート委員会に限ったことではなく、仁科理事長
や村木専務理事についてもプロトコール上立ち位置はない。 
国際協会的には、現実問題 GAT 日本エリア統括リーダーの L 中村泰久の下、GMT、GLT、 GST、
SCP・FWT エリアリーダー、また各コーディネーターが任命されている構図である。国際協会か
らの様々な運営方針については複合地区、準地区、クラブへこちらを通じて伝ってくるという現
状の中で、日本ライオンズ自体はそのルートに乗っていない。その為、“正式なもの”という認識が
ない。すなわち、これが障害となっている。これについての解決策を見出す為、前期にローカル
プロトコールを設けてもらえないかと提案をしたが、採択には至らなかった経緯がある。 
この大きな目標については仁科理事長の指導力をもってぜひとも皆様の知恵で皆様自身の立ち位
置を明確にしていただきたい。また、立ち位置を明確にする上で非常に問題となってくるのが災
害発生時、我々一般社団法人日本ライオンズとしての考え方と各地区ガバナーがそれを受け入れ
るかどうかという軋轢がここ数年多岐に渡って認められる。これについては特に班長の皆様は大
いに実感しているのではないかと察する。この問題は本質的にはガバナーの皆様、そして地区の
皆様が日本ライオンズに嫌悪感を抱いていることが大きい。 
日本ライオンズが今まで構築してきた組織の在り方に異論がある。また、現在の運営体制に対す
る批判的な意見が大いにあるということで、我々日本ライオンズに参画するものとしては、改善
すべき点が多々あるのではと強く感じる。この点をぜひ仁科理事長を筆頭に現執行部においては
透明性を確立し、参加意識が持てる日本ライオンズに変えていく努力をお願いしたい。この件に
ついては、参加しているアドバイザー、統括リーダー、班長、皆様の思いもダイレクトに伝えて
いただきたい。 
変化を遂げることが出来なければ、日本のライオンズとしてこの組織を有効に活用することは不
可能である。日本ライオンズ自体が変化を遂げなければ危機的な局面に立つ可能性があるという
ことを認識していただき、委員会や執行部の運営をお願いしたい。組織の構築については、ガバ
ナー皆様が日本ライオンズに参画している意識を強めていただけるような運営を再度お願いした
い。 

 
山川委員長より下記話があった。 
英知を以って改めるべき部分はしっかりと改善をする必要がある。また、ライオンズクラブの認
知度も薄れつつある為、更なる PR 活動が必要である。改善すべき点の一つとして冒頭の話でも
あった議事録の提出が非常に遅いことについても、即対応すべきである。デジタルで速やかに承
認署名を付し、郵送ではなく、メールでやりとりを行う時代である。 
 
 
③ 今後の課題と活動指針、社会福祉協議会との協定等 ········································· L 森川 明治郎  
  ※自然災害発生時における災害ボランティア支援に関する協定書（資料 5） 
 
各都道府県、各市町村レベルで社会福祉協議会と協定を締結していただいている地区が多いと思
うが完全ではない。委員長、班長を通じて協定の輪を広げる為の要請をお願いする。極力協定を
締結していただけるよう都道府県レベルの社会福祉協議会から各地域の社会福祉協議会へ連絡を
入れてもらっている。 
 
次回までに各地区どのような状況であるか、進んでいない地区については何が障害であるかも含
めて、各複合地区、各準地区の委員長、班長、統括リーダーを含めて検証を山川委員長へお願い
したい。なおかつ、協定締結後も“顔の見える関係”を構築出来るよう定期的に連絡を取り合って
準備を進めていただきたい。 
この点については、現在 MD337 の L 石永が現地で支援活動を続けており、実体験をもとにお話
をうかがいたいと思う。 
    
L 石永による現地報告 
８月佐賀豪雨災害発災前から県社協との災害協定を進め、９月初旬に締結予定であったが直後に 
大水害が発生した為社協側が対応に追われ延期となっていた。現在は、むしろ社協側から協定締
結の申し出がある状況である。 
一般社団法人日本ライオンズと全国社会福祉協議会で締結された「自然災害発生時における災害
ボランティアセンター支援に関する協定書」、また、前年度に前ガバナーと委員長が長崎県と締結
した協定書の内容が細かいので、実際に社協の中でライオンズクラブでどこまで活動が可能であ
るか社協担当者と協議を行い検証を行った。 
 
    
社会福祉協議会からの回答⇒ 
細かい内容を記載する必要はなく、まず協定を締結し災害の種類や規模に応じてその都度話し 
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合いを行えばよい。 
 
坂本西日本統括リーダーより下記話があった。 
一般社団法人日本ライオンズと全国社会福祉協議会との協定締結はとっくに終わっており、その
連絡が各都道府県および各市町村の社協に入っている。社協側から締結のオファーがあるという
このタイミングを有効に利用し、全国の社協と協定締結を実現するべく体制をとりたい。 
   
各複合地区、準地区の締結進行状況について都道府県レベル、市町村レベルでの調査を行ってい
ただきたい。 
⇒山川委員長より、調査報告を２週間以内に行うよう話があった。 
 
MD332 山下班長より下記話があった。 
協定締結については各地区ガバナーによって温度差がある。啓発する為に地区内の委員会等にも
出席しているがなかなか進まない。ゾーンチェアパーソン等と連携がとれない状態では市町村レ
ベルでの協定は難しい。積極的な話をする為に、複合レベルのこの会議だけではなく、キャビネ
ット会議等にも出席出来るような立場を構築していただきたい。 
⇒山川委員長より、その通りであり、ぜひ広げていきたいとの話があった。 
 
MD330 野村班長より下記話があった。 
日本ライオンズの運営側から明確な指示がないまま約３年半が経つので、また進展のない会議に
なるのではと懸念する。ガバナーに対して班長の話を聞くようにとの指示もされない。また、ア
ラートは多くの仲間を募って情報共有出来なければ活動はなしえない。発災時に班長のサポート
役となる副班長の配置なくしてスムーズな活動は行えない。理事長が交代してもリーダーシップ
のないリーダーの場合日本ライオンズ自体は何も変わらないのではないか。今後、複合地区や準
地区ガバナーに我々の考えを理解していただけるような立場に置いていただきたい。 
⇒山川委員長より、リーダーシップを発揮し組織を活性化させたいとの話があった。 
 
柿原アドバイザーより下記話があった。 
「自然災害発生時における災害ボランティアセンター支援に関する協定書」（資料 5） 
P12 自然災害発生時における災害ボランティアセンター支援に関する協定書に係る連絡担当者 
 
毎年、社会福祉協議会とは担当者の情報について連絡し合うことを約束しているが、 
この資料は昨年度の情報のままなので、更新をして社協に連絡をする必要がある。 
 

・第１連絡先：森川委員長⇒山川委員長へ変更 
・第 2 連絡先：坂本西日本統括リーダー（※昨年に引き続き） 
 

また、各準地区、各クラブにおいても地域の社会福祉協議会との協定を締結していると思うが、
同様に双方の連絡担当者の情報を確認しあい、少なくとも年に２回は社協、行政、ライオン 3 者
にて地域における防災に関する会議等を開催し関係を密にしていただきたい。 
⇒山川委員長より、あらためて社協へ提出をするとの話があった。 
 
石永委員より、進行中の案件については後日まとまり次第報告するとの話があった。 
※MD337 石永委員はボランティセンターとの打ち合わせの為、ご退席 
 
MD332 木川田委員より下記話があった。 
9/10 のアラート委員会の内容について聞き逃しがあった為、Zoom のレコーディングを日本ライ
オンズへ依頼したが、いただくことが出来なかった。いつ何時誰でも視聴出来るようにしていた
だきたい。 
 
⇒山川委員長より、透明性確立の為にも今後一切のレコーディングを公開するとの話があった。 
 

④ 2021-2022 年度全国アラートフォーラム開催について ········································ L 橋本 修一 

東西交互に年 1 回開催することで決まっており、前回 MD337 福岡での開催に引き続き、今回は
MD332 が担当となり、打ち合わせを進めていたが、新型コロナウイルス感染拡大を鑑み、来年あ
らためて話をすすめることで決定した。 
 
⇒山川委員長より、感染防止対策を第一に、収束を見届けてからの開催としたいとの話があった。 
 
 
※司会若林班長より会議を 16：30 まで延長するとの話があった。 
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8. アラート委員報告 現状報告と年間活動目標と計画 

  

 
MD330 L 森川 
第 1 回委員会を開催し、第 2 回会議までに連絡網のたたき台を作成、班長と副班長の選出も正式
に行われると考える。また、各地域の社会福祉協議会との協定締結についても進めていただく話
を行った。緊急事態宣言解除後にあらためて、発災時即対応可能な体制づくりを構築する為の話
をすすめる。 
 
MD331 L 能澤 
ガバナー協議会と並行してアラート委員会を開催し、各準地区アラート委員に副班長を兼任して
いただき、班長を交えて綿密な打ち合わせを行う。そして、ガバナー協議会で今年度の活動方針
を発表する。協定締結に関しては北海道とは締結済であるが、クラブ解散等を含め、ライオンズ
クラブのない市町村から協定締結について問い合わせが入っている為検討が必要。 
また、各アラート委員会は 1 年ごとに委員長が変わり、委員の再任もある場合とない場合がある。
班長に関しては大半が再任となっている。班長を任命される際に任期は 3 年が望ましいとの話が
あった。地域社会に対して責任を果たす上で、事業に対する継続性と組織に対する申し送りを明
確にする為に協定書は非常に責任ある文書となるので、地域の市町村長に理解していただくため
にも「ライオンズクラブは毎年役員が変わる」旨文言の記載を検討していただきたい。 
 
MD332 L 木川田 
9/10 の第 1 回アラート委員会の際に、班長と副班長を選出してもらいたいとの通達があったので
即対応して本日の会議に出席している通りである。2019-2020 ガバナーであった際に災害支援活
動を行ったが、その際に LCIF 交付金で集会場を建てることが出来た。これについて PR を行いた
い。社協との締結については再度確認の上報告を行う。 
 
MD334 L 西村（班長）※L 荒尾代理 
前期は年に 4 回班長、委員長、各準地区のアラート委員長を交えて会議を行った。今期は 10 月に
予定をしている。D 地区（福井・石川・富山）各県に 1 棟ずつ備蓄倉庫を配置する場所が決定し
たので、今期後半に倉庫内に資材を入れる段取りを行っている。これに関して、社協が所有して
いる資材とダブらないよう 3 県の社協に依頼をし、各市町村の在庫状況を聞き、そのリストをい
ただいた。10/18 に 3 県の社協担当者とガバナー、第一・第二副地区ガバナーとで会議を行う予
定。この資材リストについても何かの機会に日本アラート委員会に提示出来ればと思う。 
 
MD335 L 佐々木 
昨年から準地区に依頼をしていることは、緊急支援の体制をどう構築するか。335-B 地区では、
地区内で災害が起きた場合、災害対策委員会が設置される（本部長／地区ガバナー、副本部長／
第一・第二副地区ガバナー、本部長補佐／キャビネット幹事・会計、委員／アラート委員長、そ
の下に RC・ZC が配置）されるが、緊急支援を行う場合は、何も発動する組織ではないというこ
となので、災害が起きた場合、対策本部をこの上に設置しては、という提案をしている。この災
害対策本部において災害レベルの判定をして、支援内容を決める。 
議長各位で連絡網を作っていただいて、支援・受援いかなる場合も対策本部を設置したい。どの
ような支援を行うべきか、複合・準地区で考える委員会組織を作ってはと提案している。その委
員会の中に日本ライオンズアラート委員会班長・副班長を入れてもらえないか。335-B でそのひ
な型を作成中である。 
国際協会と一般社団法人日本ライオンズが災害時には連携して支援も受援も行えればと思う。
335-B の第二副地区ガバナーと話を進めている。 
各地区から副班長の選出をすることになっている、できれば複合事務局宛に副班長選出の依頼文
書を送っていただき、そこに選出のルールを記載していただきたい。 
私見であるが、出来れば日本レベルのアラート委員は準地区で１年間アラート委員長をやって、
副班長として活動され、その副班長が準地区の委員長と連携して活動をしていく。335-B 地区で
は災害対策本部の中に一般社団法人日本ライオンズの役員も入れて組織図を作成中である。 
また、次回の会議までに各複合単位で対策についての案や、委員会のあり方について等、意見を
募ってそれを基に模索してはどうかと提案したい。 

 
 
⇒山川委員長より素晴らしい案であるので、次回委員会までに提出していただき、様々な観点か

ら議論したいとの話があった。 
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※第 2 回会議までに意見書を準備することで決定。

※MD330 森川委員は所用の為、ご退席

MD336 L 高岡 
緊急アラート災害支援運営規則（案）の第 14 条 2.(副班長)について、副班長はガバナー協議会で
決めることとする。MD336 議長より、条項に記載されている“原則”のとおり行うようにと指示が
あった。委員と班長のみで任命することは出来かねる。 
なお、県社協との協定締結については、各地区全県ともに完了している。 
336-A 地区香川県で、10/18 に「第 1 回アラート組織設立研究会」と題して、RC・ZC がハイブ
リッド形式にて全員参加の上会合が開催され、日本レベル、複合レベルでのアラート委員会組織
がどの様なものであるか、役職の役割や規約を含め皆様へ説明を行った。香川県については、日
本赤十字、青年会議所とも連携をしており、今期はこの研究会を 4 回開催する予定である。
また、支援体制を樹立させる為にはまず原資が必要となる。四国の場合 9 リジョンあり、リジョ
ンの中には既にクラブから支援金を集める体制が出来ている地区もある。リジョンで 100 万円弱
を集め発災時何かの為に利用する。
複合地区では今期、災害対策本部を設置し、近日予想される台風にも備える為まだ解散には至っ
ていない。災害発生時には複合地区から班長と副班長がまず実動し、情報を複合事務局にて集約
する。特に今年は甚大な被害を受けた西日本（MD335.336.337）での協議を重ね、協力体制を構
築したい。併せてクラブやキャビネットにおける受援体制についても今期確立させる。

MD333 山川委員長 
緊急援助資金委員会の構成員について、委員長は議長、委員は現ガバナーとなっているが、これ
についてあらためて皆様の意見を聞きたいが、本日は時間の都合上、その他も含めて次回とさせ
ていただく。 

司会若林班長より、組織に関する懸念部分についても意見書にて次回会議までに提出いただきた
いとの話があった。 

9. 意見交換 プロトコールの問題等

山川委員長より、仁科理事長としっかり打合せを行い、なんとか今期中に着地したいとの話があ
った。 

司会若林班長より、下記について仁科理事長と山川委員長に精査していただき、アラートチーム
がいざという場面で活躍出来るよう皆様で問題点を解決したいとの話があった。 

1．アラート委員長とアラート班長の区別
2．アラート班長のプロトコール上の立ち位置
3．一般社団法人日本ライオンズと国際協会との連携

坂本西日本統括リーダーより、下記話があった。 
プロトコールは、ローカルルールではなく、8 複合地区統一された内容でないと意味がない。 
班長から、キャビネット会議にもガバナー協議会にも出席出来ず、肝心な発災時に意思の疎通が
図れないとの報告がある。 

司会若林班長より、“班長はオブザーバーであるので発言不可”と言われた方もいる、との話があ
った。 

山川委員長より、次回第 2 回の開催日程について話があった。 
仁科理事長より、今後の理事会スケジュール概要について下記話があった。 
今期第 2 回理事会は 11 月 25 日（木）REAL 形式で開催予定。 
この日までに第 2 回アラート全体会議を開催するとなると、山川委員長には本日の会議と合わせ
て 2 回分の会議報告を執行理事会を経て理事会にて行っていただく流れとなる。 

坂本西日本統括リーダーより、10 月 29 日（金）石巻市で開催される地区アラートフォーラムに
招聘されている為、前後の日程は避けていただきたいとの話があった。 
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※次回第 2 回アラート全体会議は、10 月 27 日（水）14：00～16：00 WEB にて開催決定。 
 
山川委員長より、下記次回までの課題について委員会開催前に再度確認があった。 
 

1．各準地区、複合地区における社会福祉協議会との協定締結状況についての調査 
  ※提出締切日：10 月 8 日（金） 

  
2．意見書  

※次回委員会開催までに提出、事前に目を通していただき、10/27 に議論を行う。 
 
MD335 藤之原班長より、下記質問があった。 
日本ライオンズアラート委員会の支援金残高について、班長には情報が何も入っていないがどの
様な状況であるか資料を閲覧することは可能か。 
 
⇒山川委員長より、現在 9/10 に開催された第 1 回アラート委員会議事録（作成人：MD337 石永

委員）を待っている状況、提出があり次第お送りするとの回答があった。 
 
MD336 高岡委員より、本日の会議レコーディングを MD336 事務局へ送っていただきたいと 
依頼があった。 
 
⇒菅原事務総長より、必ずお送りするとの回答があった。 
 
MD332 木川田委員より、議事録を作成する方だけにお送りするのではなく、希望者全員に配信
するようにとの話があった。 

 
⇒菅原事務総長より、お送りするとの回答があった。 
 
 

10. 総 評 

一般社団法人日本ライオンズ理事長 L 仁科 良三 

 
各地区議長にも承認をいただいているが、来月から全国を回り 35 名のガバナーと会う。内容につ
いては想像にお任せするが、今行動を起こすべくタイミングであると思っている。 
災害に携わることは専門職の域であり、この観点からみると未経験者が活動を行うことは難度の
高い事であるため、班長を配置している。この部分を地区でうまく融合してコンセンサスを得な
がらやっていくことが重要である。 
一般社団法人日本ライオンズについては、フリーハンドとはいかないが、今後手作りで改善して
いこうと思っているのでご理解とご協力をお願いしたい。 
 

11. 閉会挨拶 

西日本統括リーダー L 坂本 惠市 

 
※東日本統括リーダーL 橋本 修一、音声不具合の為挨拶は L 坂本へ急遽変更。 
 
様々な問題に対して前向きに考えていただけるということを確信出来る会議であった。 
今まで活動し辛かったアラート委員会であるが、リーダーシップでもって、また、我々班長、委
員の方々一丸となって盛り上げていきたいと思うので今後ともよろしくお願いしたい。 
ありがとうございました。 
  
 

        議事録作成人  336 複合地区アラート委員 高岡 英治 

 

 

議事録署名人 一般社団法人日本ライオンズ アラート委員会委員長 山川  洋 

 

承認年月日   2021 年 9 月 29 日 
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